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＜患者様連絡事項＞

・寺地　利代子様～気分転換目的で、明日１０：００より、ソーシャルワーカーとともに1階セルリアンにてコーヒーを飲みに行く予定です。本人も楽しみにしているようで今日は機嫌良く経過しています。前後の気分変動が考えられる為、

・杉本　光子様～本日の昼から本人がご飯が硬くて食べられないと話し、お粥を希望され、普通食から全粥・常菜へ変更となっています。食事の際は、咀嚼状態を観察していきましょう。

・倉舘　昌雄様～本日、御家族より、20日に退院させたいとの連絡がありました。主治医へ報告し、退院時処方も出ています。退院後の初外来は2月１日（木）か2月3日（土）10:30の予定です。今後は、再び単身生活になります。退院までに入院前と現在を比べてどうなのかフィードバックし、今の酒のない状態がキープできるよう伝えていきましょう。

・藤田　金弘様～左肩から左上肺肋骨部にかけての疼痛は続いています。内出血みられ、左上腕の内側が昨日より腫脹が目立っています。また、昨日夕方より37.0℃台の発熱もみられています。本日も主治医診察していますが、本人が疼痛を強く訴えたり、昨日よりは痛みがなくなってきたなど訴えが一転ニ転する為、経過観察するようにと指示がありました。歩行する際には、転倒に注意し、見守り、解熱鎮痛剤も処方になっているが、バイタルにも注意して経過観察していきましょう。患側がわの指先も動かすように促していきましょう。

　　　　　　　　　主治医より、明日、午前中に診察をし、患部の痛みが強いようであれば再度レントゲンを施行するとの事。

・松橋　繁雄様～主治医の指示でアルコール依存症治療プログラム導入予定でしたが、主病名が統合失調症であること、統合失調症に関しての入院治療は今回がはじめてである経過を考えると、統合失調症の病識が確立しないうちに、アルコール依存症についてプログラムを導入してしまっていいのかという意見があり、どのような取り組みが必要か、話し合いました。

その結果、入院後から点滴療法開始となっていますが、点滴中は臥床するなど安静にしているよう促しますが、立ち歩き点滴が漏れて差し換える事もあります。どの程度の理解力があるのかそれとも症状により、立ち歩くのか疑問があります。まだ、心理検査をしていませんのでその結果をみてからどのような方針で治療プログラムを進めていくのか検討していくことにします。心理検査は来週には行い、それをもとに病棟では担当スタッフを中心に計画を立てていきましょう。アルコール依存症治療プログラムをおこなうことになっても統合失調症の患者様には、追い詰めてしまう事になるので内観療法は行えない為、どのようにアルコールについての害を伝えていくかについても検討していきましょう。

病識が確立していず、入院後、「俺は２人いる。２人の時は１つにならないと喧嘩になるから自分も頭にきて自分の頭でも割りたいと思う。だから酒を飲んで紛らわしたけど駄目だった」、「神様の悪戯で手が震える事や胸が苦しくなる事があった」と話すことあるが、病感もない様子です。心理検査の結果が出るまでは、どういう症状があり、病感がどの程度あるのか、どの程度理解力があるのか等に注目して観察し、会話などから引き出していきましょう。

・福澤　智也様～アルコール依存症治療プログラム再開します。入院期間は入院からの3ヶ月間とし、中断した所からのスタートとなるが、間が開いてしまった為、内観から進めていく様にと主治医より指示がありました。プログラムの企画が通り次第導入となります。

・田中　豊三様～本日の水分摂取量が少ないことから、主治医より、補液の為の点滴500mlが1本処方となっています。点滴中は拘束の指示があります。当分の間、食事摂取量と水分摂取量、排泄量もカルテに記載していきましょう。先週との体重比は、マイナス0.1kgで40.5 kgです。

御家族にカロリーが摂れそうな補食の差し入れをお願いし、トロミアップ購入の許可も頂いています。水分摂取は、ポカリスエットなどにトロミアップを入れ、水分摂取をこまめに促しましょう。食事摂取量が少ない時は補食を促していきましょう。

※倉舘　昌雄様の退院療養検討会を実施しています。













